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商

工

会

通

信 

発行 

有明町商工会 

令和元年 6 月 

第 3９号 

    

第
59
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た 

  

５
月
17
日(

金)

午
後
３
時
よ
り
島
原
市
有
明

総
合
文
化
会
館
２
階
ノ
ギ
ッ
ク
ス
で
令
和
最
初

と
な
る
、
第
59
回
有
明
町
商
工
会
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

出
席
者
は
、
本
人
出
席
58
名
、
委
任
状
出
席
82

名
、
合
計
140
名
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と

お
り
。 

 

第
１
号
議
案 

平
成
30
年
度
収
支
補
正
予
算
書(

案)

に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件 

第
２
号
議
案 

 
 

平
成
30
年
度
事
業
実
績
報
告
書
、
同
収
支

決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件(

監
査
報
告) 

第
３
号
議
案 

 
 

令
和
元
年
度
事
業
計
画
書(

案)

及
び
同
収

支
予
算
書(

案)

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件 

第
４
号
議
案 

 
 

有
明
町
商
工
会
定
款
の
一
部
改
正(

案)

に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件 

 

第
５
号
議
案 

 
 

有
明
町
商
工
会
運
営
規
約
の
一
部
改
正

(

案)

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件 

第
６
号
議
案 

 
 

令
和
元
年
度
借
入
限
度
額(

案)

に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件 

第
７
号
議
案 

 
 

役
員
補
充
選
任
の
件 

  

冒
頭
の
会
長
挨
拶
で
は
、
昨
年
度
に
「
商
工
会

あ
り
方
検
討
会
議
」
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通

じ
て
会
員
の
皆
様
の
意
見
を
伺
っ
た
結
果
、
単
独

で
の
維
持
を
望
む
声
が
過
半
数
を
占
め
た
た
め
、

理
事
会
に
お
い
て
も
単
独
で
の
存
続
を
決
議
し

た
こ
と
な
ど
を
報
告
。 

続
い
て
、
青
年
部
が
「
部
員
一
人
・
一
声
運
動
」

増
加
率
の
部
第
２
位
の
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
有

明
町
商
工
会
が
全
国
連
会
長
よ
り
会
員
福
祉
共

済
優
良
商
工
会
等
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
馬
渡
清
忠
氏
が
議
長
に
指
名
さ
れ
、

第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案
ま
で
慎
重
な
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
７
号
議
案
で
は
青
年
部
長
の
交
代
に
伴
う

役
員
の
補
充
選
任
が
行
わ
れ
、
石
見
圭
介
青
年
部

長
が
新
し
く
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
「
も
と
よ
し
」
で
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
柴
崎
副
市
長
や
加
藤
衆
議
院
議
員
等
を
来
賓

に
お
迎
え
し
て
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

         

第
25
回
有
明
Ｗ
Ｇ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
ご
案
内 

 

日
時
：
令
和
元
年
６
月
21
日(

金)

午
後
６
時
～ 

会
場
：
島
原
セ
ン
タ
ー
ボ
ウ
ル 

締
切
：
令
和
元
年
６
月
７
日(

金)

ま
で 

 
 

 

先
着
30
チ
ー
ム
ま
で 

参
加
費
：
１
チ
ー
ム
に
つ
き
３
千
円
。
貸
靴
は
個

人
負
担 

 

団
体
の
部
、
個
人
の
部
で
豪
華
賞
品
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

   

青
年
部
活
動
報
告 

 

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た 

  

４
月
24
日(

水)

午
後
６
時
20
分
よ
り
、
平
成

表彰状を贈呈される 

青年部 
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31
年
度
有
明
町
商
工
会
青
年
部
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

出
席
者
は
、
本
人
出
席
13
名
、
委
任
状
出
席

２
名
、
合
計
15
名
。
片
山
会
長
と
西
川
女
性
部

長
に
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

第
１
号
議
案
・
平
成
30
年
度
事
業
実
績
報
告

書
、
同
収
支
決
算
書
並
び
に
貸
借
対
照
表
の
承
認

を
求
め
る
件
、
第
２
号
議
案
・
平
成
31
年
度
事

業
計
画
書(

案)

並
び
に
令
和
元
年
度
収
支
予
算

書(

案)

の
承
認
を
求
め
る
件
、
第
３
号
議
案
・
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
が
審
議
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
第
３
号
議
案
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
部
長
を
務
め
た
宮
﨑
さ
ん
に
代
わ
り
、
石
見

さ
ん
が
部
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
石
見
さ
ん
こ

れ
か
ら
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

新
し
い
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

総
会
終
了
後
は
、「
居
酒
屋
会
席

ＫＥＮ²
」
で
懇
親

会
を
行
い
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

           

          

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す 

 

毎
年
恒
例
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
次

の
と
お
り
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
部
員
の
皆
様
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日 

時
：
令
和
元
年
６
月
29
日(

土)

午
後
４
時
～ 

 
 

 
 

商
工
会
集
合
、
小
雨
決
行 

場 

所
：
島
鉄
松
尾
駅
、
大
三
東
駅
、
湯
江
駅 

そ
の
他
：
終
了
後
の
午
後
６
時
か
ら
定
例
会
を
行

い
ま
す
。 

 

女
性
部
活
動
報
告 

 

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

４
月
15
日(

月)

午
後
６
時
20
分
よ
り
、
平
成

31
年
度
有
明
町
商
工
会
女
性
部
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

出
席
者
は
、
本
人
出
席
14
名
、
委
任
状
出
席

６
名
、
合
計
20
名
。
片
山
会
長
、
石
見
青
年
部

監
査
委
員
、
雲
仙
市
商
工
会
女
性
部
の
山
﨑
部
長

と
酒
井
副
部
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
１
号
議
案
・
平
成
30
年
度
事
業
実
績
報
告

書
並
び
に
同
収
支
決
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
の

承
認
を
求
め
る
件
、
第
２
号
議
案
・
平
成
31
年

度
事
業
計
画
書(

案)

並
び
に
同
収
支
予
算
書(

案)

の
承
認
を
求
め
る
件
の
２
議
案
が
審
議
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
は
、
「
お
食
事
処
か
あ
ち
ゃ
ん
」

で
懇
親
会
を
行
い
、
抽
選
会
な
ど
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

           

ホ
ウ
酸
団
子
を
作
り
ま
し
た 

  

５
月
10
日(

金)

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
商
工

会
２
階
研
修
室
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の
ホ
ウ
酸

団
子
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

役　　職 氏　　名

部 　   長 石見　圭介

副  部  長 吉田　樹生

〃 小林　寿光

常任委員 金子　博紀

〃 牟田口　憲太

監査委員 菅　　 祐介

〃 江川　賢祐

新役員名簿

抱負を述べる 

新役員の皆さん 

 

真剣な審議中の様子 
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商
工
会
女
性
部
が
作
る
ホ
ウ
酸
団
子
は
、
効
果

抜
群
と
評
判
で
す
。 

 

無
料
保
険
相
談
会
を
開
催
し
ま
す 

  

７
月
19
日(

金)

午
前
10
時
よ
り
、
商
工
会
館

に
お
い
て
保
険
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
保
険
の
プ
ロ
が
対
応
。
定
員
は
５
名
で

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 

現
在
ご
加
入
中
の
保
険
内
容
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
、
保
険
内
容
を
見
直
し
た
い
な
ど
保

険
に
関
す
る
内
容
な
ら
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
配
布
致
し
ま
す
チ
ラ

シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

      

商
工
貯
蓄
共
済
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す 

  

６
月
か
ら
９
月
中
旬
に
か
け
て
、
毎
年
恒
例
の

商
工
貯
蓄
共
済
及
び
医
療
保
障
特
約
制
度
の
特

別
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

商
工
貯
蓄
共
済
は
１
つ
の
掛
金
で
、「
貯
蓄
」

「
保
障
」
「
融
資
」
の
３
つ
の
備
え
を
カ
バ
ー
す

る
商
工
会
員
の
た
め
の
共
済
制
度
で
す
。
１
口
２

千
円
の
掛
金
で
、
年
払
い
の
保
険
料
と
手
数
料
を

差
し
引
い
た
残
り
が
貯
蓄
積
立
金
と
な
り
、
知
ら

ず
知
ら
ず
に
貯
ま
り
ま
す
。
10
年
満
期
で
、
満

期
時
に
は
10
年
間
の
貯
蓄
積
立
金(

元
利
合
計)

を
お
支
払
い
す
る
他
、
加
入
期
間
中
で
も
貯
蓄
積

立
金
の
一
部
を
払
い
出
し
て
利
用
す
る
こ
と
や
、

中
途
解
約
も
可
能
で
す
。
中
途
解
約
の
際
に
は
そ

れ
ま
で
の
貯
蓄
積
立
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。 

 

併
せ
て
、
医
療
保
障
特
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
入
院
や
手
術
の
際
に
は
、
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

        

源
泉
所
得
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ 

  

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人
未
満
の
納
期

の
特
例
適
用
事
業
所
の
方
で
、

2019
年
１
月
～
６

月
中
に
給
与
の
支
払
い
が
あ
る
方
は
税
務
署
へ

の
納
付
又
は
報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

 

支
払
い
が
０
円
で
も
税
務
署
へ
報
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
商
工
会
へ
事
務
委
託
さ
れ
て

い
る
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
期
日
ま
で
に
給

与
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

利
子
補
給
補
助
金
の
お
知
ら
せ 

 

◆
補
助
対
象
と
な
る
方 

①
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
事
業
を
営

む
個
人
又
は
市
内
に
１
年
以
上
本
店
を
有
す
る

法
人 

②
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
次
の
「
対
象
と

な
る
融
資
」
の
い
ず
れ
か
の
融
資
を
受
け
た
方 

③
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方 

 

島
原
市
の
「
納
税
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。 

◆
対
象
と
な
る
融
資 

①
島
原
市
中
小
企
業
振
興
資
金 

②
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
国
民
生
活
事
業
の
事

業
資
金 

◆
補
助
方
法 

 

上
記
融
資
に
対
す
る
12
ヶ
月
分
の
支
払
利
子

を
対
象
と
し
、
補
助
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
が
取

り
纏
め
て
交
付
申
請
を
行
い
ま
す
。
交
付
決
定
後

に
各
事
業
所
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

・
補
助
率
…
支
払
っ
た
利
子
額
の
50
％ 

・
補
助
上
限
額
…
12
万
円 

 

お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
６
月
12
日(

水)

ま
で

に
「
融
資
支
払
額
明
細
書
」、
島
原
市
の
「
納
税

証
明
書
」、
入
金
先
通
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。 
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
お
知
ら
せ 

  

本
年
10
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
い
、
消

費
税
率
引
上
げ
後
の
一
定
期
間
（

2019
年
10
月
１

日
か
ら
９
カ
月
間
）
に
限
り
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段
を
使
っ
た

ポ
イ
ン
ト
還
元
・
割
引
が
支
援
さ
れ
ま
す
。 

 

中
小
店
舗
は
、
決
済
事
業
者
の
一
覧
か
ら
登
録

先
を
選
ん
で
、
連
絡
す
る
形
に
な
り
ま
す
。
登
録

ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
以
下
の
２
つ
の
流
れ
に
な

り
ま
す
。 

(

１)

新
規
で
導
入
す
る
場
合 

 

店
舗
に
合
っ
た
決
済
事
業
者
を
選
ん
で
、
同
リ

ス
ト
に
掲
載
の
番
号
に
電
話
連
絡
。 

(

２)

現
状
の
決
済
手
段
で
継
続
利
用
す
る
場
合 

 

契
約
し
て
い
る
事
業
者
が
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
に
登
録
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
、
対
応
し
て

い
た
ら
「
仮
登
録
決
済
事
業
者
リ
ス
ト
」
に
記
載

し
て
い
る
番
号
に
連
絡
。 

 

◎
４
月
12
日
に
発
表
と
な
っ
た
加
盟
店
向
け
決

済
サ
ー
ビ
ス
の
リ
ス
ト 

h
ttp

s
://c

a
s
h

le
s
s
.g

o
.jp

/a
s
s
e
ts

/d
o
c
/
k
e

s
s
a
i_lis

to
.p

d
f 

 

◎
加
盟
店
登
録
要
領 

h
ttp

s
://c

a
s
h

le
s
s
.g

o
.jp

/
 

 

事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介 

  

長
崎
県
事
業
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
は
、
中
小
企
業

の
事
業
承
継(

後
継
者
へ
の
引
継
ぎ)

等
に
つ
い

て
、
無
料
、
秘
密
厳
守
で
支
援
す
る
公
的
な
支
援

機
関
で
す
。 

 

「
息
子
や
娘
が
い
る
が
、
後
は
継
が
せ
ら
れ
な

い
」「
将
来
会
社
を
ど
う
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

な
ど
、
事
業
引
継
ぎ
に
関
す
る
お
悩
み
を
お
持
ち

の
方
は
、
お
気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
を
。 

所
在
地
：
長
崎
市
興
善
町
4-5
カ
ク
ヨ
ウ
BLD
３
階 

電 

話
：
０
９
５-

８
９
５-

７
０
８
０ 

※
詳
細
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

新
し
い
会
員
さ
ん
で
す 

           

持
続
化
補
助
金
の
公
募
が
始
ま
り
ま
し
た 

  

平
成
30
年
度
第
２
次
補
正
持
続
化
補
助
金
の

公
募
が
始
ま
り
ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。 

〇
締
切 

第
一
次
締
切
…
令
和
元
年
６
月
28
日(

金) 

第
二
次
締
切
…
令
和
元
年
７
月
31
日(

水) 

〇
事
業
期
間 

交
付
決
定
日
～
令
和
元
年
12
月
31
日(

火) 

〇
補
助
金
上
限
額
は
50
万
円
。
市
町
村
に
よ
る

創
業
支
援
事
業
の
推
薦
を
受
け
た
方
、
市
町
村
の

推
薦
を
受
け
て
買
い
物
弱
者
対
策
等
の
事
業
を

行
う
方
は
100
万
円
。 

〇
補
助
率
…
２
／
３ 

※
補
助
金
申
請
を
行
う
方
は
、
７
月
10
日(

水)

ま
で
に
商
工
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

令和元年 5 月 3１日現在の金利情報 

◎日本政策金融公庫 

普通貸付(基準金利) 

担保不要の場合 2.16％～2.55％ 

担保提供の場合 1.16％～2.25％ 

マル経       1.21％ 

教育ローン    1.71％ 

◎商工貯蓄共済融資資金制度 

積立範囲内  0.975%～1.11% 

積立範囲外  1.11％ 

◎島原市中小企業振興資金   1.80％ 

事業所名 代表者名 業種

春夏秋冬 松本知佳 直売所

４月２５日の理事会で承認 

された新しい会員さんです。 


